
○平成2８年度「卒業式」が盛大に挙行されました。
平成2８年度卒業式（「卒業証書授与式」）が3月1７日に盛大に挙行され無事終了しました。
８０名の卒業生の皆さん、改めまして卒業おめでとうございます。
ステージを使った全員参加の卒業式も今年度で２年目を迎え、練習や式場の準備等にも真剣に取り組み、

素晴らしい式になりました。式中では、校長式辞、市教委の教育委員様による教育委員会告示、ＰＴＡ会
長の来賓祝辞の後、「別れの言葉」を全校児童で呼びかけをしました。その中で在校生は「大空がむかえ
る朝」、卒業生からは「旅立ちの日に」の合唱があり、美しい歌声と共に、会場全体が感動と涙に包まれ
ました。このような荘厳な式典になったことに対しまして、参加された来賓の皆様、保護者の皆様並びに
卒業生、在校生に改めて感謝申し上げます。時代を担う卒業生の限りない前途に幸多かれと心からお祈り
いたします。次に校長式辞の一部（卒業生への最後のメッセージ）を紹介します。
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○平成2８年度「修了式」
３月２４日（金） 平成2８年度修了式が行われました。
この日をもって平成２８年度が修了し春休みに入ります。春休みは、３月２５日（水）から４月９日（日）

の１６日間になります。（４月７日までですが、土日が入るため今回は長くなりました。）
修了式では、1～5年生の代表児童に、各学年の課程を修了したことを証する修了証書（通知票の裏表紙）

を授与しました。そして式では、校長からは次のようなお話をしました。

○古山小で今後取り組む教育研究についてのお知らせ

※年度末の教職員の定期異動が２６日の新聞に掲載されます。なお、古山小から転退職される先生方の
「お見送り」を３１日の１４時から古山小校庭で行う予定です。児童・保護者の参加も大歓迎です。
※詳細は学校ＨＰをごらん下さい。平成２８年度もたくさんのアクセスありがとうございました。

１７日に８０人の卒業生を送り出して、今日で１週間が立ちましたが、いよいよ今日は皆さんの
１年間の学校生活が終わる修了式です。今、各学年の代表の人に「修了証」を渡しました。皆さん
がそれぞれの学年を無事に修了できたという証明書です。４月からは一つ学年が上がることができ
ます。おめでとうございます。
また今日はこの１年間お世話になった全ての人に感謝をする日です。お父さん、お母さん、おじ

いちゃん、おばあちゃん、家族の皆さんに感謝をすること いつも見守ってもらった地域のみなさ
んに感謝、学級担任の先生をはじめ、古山小の先生方にも感謝、そして、今日この学年のクラスと
して解散してしまう仲間、友だちにも感謝です。最後に、１年間がんばった自分に拍手 ！
この１年間皆さんの古山小学校での生活はどうだったでしょうか。

今年度も「みんなで前進、よりよく変身」を振り返ってみてくださいね。

１７日に卒業式がありましたが、皆さんがたくさん練習をして頑張ったお陰で素晴らしい式にな
りましたね。練習では、校長先生はあまり褒めませんでした。でも今は感謝の気持ちでいっぱいで
す。本気でやるときはとことん全力で取り組むという古山小のこどもたちのパワーが十分に発揮さ
れた式になりました。卒業式の中で「わかれの言葉」がありましたが、その中で在校生の皆さんは
こんなことを言いました。「この古山小を 日本一の学校にするために」「ぼくたち、わたしたちは
がんばります。」
それではどうしたら日本一の学校になれるでしょうか。日本一のなるためにはまず栃木県で一番、

その前に下野市で一番の小学校に・・・・何ができれば一番なのかな、勉強かな、スポーツかな、
これはなかなか難しいね。（勉強で日本一になることも目指していきたいですが・・・・・）
私は、だれもが実行できることで一番を目指してほしいと思っています。たとえば「元気なあいさ
つ」、「よい返事」、「そうじを一生懸命やる」、「トイレのスリッパがきちんとそろっている」、「みん
ななかよしいじめをしない」、「大きな声で校歌を歌う」・・「教室がきれい」・などはみんなができる
ことですよね。このようなことを意識しながら４月から日本一の学校目指して頑張ってほしいです。

さあ、明日から春休み、春休みは、新しい学年である４月からスタートダッシュをするために準
備をする休みです。家でだらだらした生活をすることなく、できなかった勉強を復習をしたり、身
体をきたえたり、良い本をたくさん読んだり、良いテレビ番組を見たり、豊かな自然体験をしたり
してエネルギーを蓄えてください。そして、４月１０日にまた元気に登校してください。

日産財団理科教育助成研究
このほど、公益財団法人日産財団の２０１６年度
理科教育助成に応募したところ助成が採択承認さ
れ、過日、贈呈式に出席して贈呈書をいただいて

きました。
研究主題は「サイエ
ンスコミュニケーシ
ョンによる理数教育
の授業デザイン」で、
２０１７年１月１日
～２０１８年１２月
３１日までの２カ年
間、古山小学校で研
究を推進していきま
す。保護者や地域の
皆様のご理解・ご協
力をよろしくお願い
いたします。平成２
９年度から本格的に
研究に着手していき
ます

「Ｐｅｐｐｅｒ（ペッパー）社会貢献
プログラム スクールチャレンジ（小
中学校プログラミング教育）」
下野市教育委員会がソフトバンクに応募し採択さ
れ、平成２９年４月から平成３１年度末まで３年
間、下野市内全小中学校で本格実施することにな
ります。この研究については古山小が先行実践を
行うことになり、１月からＰｅｐｐｅｒ６台が導
入され、本校の教職員が先駆けて研究を推進して
ます。早速児童昇降口において、Ｐｅｐｐｅｒが
「おはようー」とあいさつしたり、今日の給食の
献立を言ったりするようにプログラムを設定して

みました。。今後は授業に取
り入れて、有効に活用して児
童の思考力や問題解決能力な
どを更に育てていきたいで
す。（※プログラミング教育
については、平成３２年度の
新学習指導要領の全面実施か
ら小学校では必修になる予定
です。）




